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資 料

日本郵便㈱の採用の遅れや３交代制による勤務形態により、ステップ２において輸送力に余裕

があることから、ステップ３では、当初計画より少なめの増回とし、平成２６年度以降はステップ４と

して、日本郵便㈱の今後の就業状況等に合わせて、弾力的な増回を図る。

○ステップ１ 平成２５年２月１日（金）～

・ 就業者１０６人、うちバス利用者６４人を想定

・ 朝ラッシュ時間帯（始発～８時）に４回増回（各停）

・ 終業時間帯（１７時～２０時）に３回増回

※水江町線のダイヤ改正により生み出した輸送力（車両２両）で対応

朝ラッシュ時間帯の１便当たりの利用状況は４１人で、ほぼ想定どおり

東扇島循環線の輸送力増強計画の概要

・ 平成２５年２月から２６年２月の間に、日本郵便株式会社等各企業が順次、進出予定のため、就業者の増加に合わせて３段階のダイヤ改正で対応

・ 朝ラッシュ時間帯について、増加する就業者数約１,８００人の約６０％（約１，０８０人）が９時の出社時間帯（始発～８：００）に集中すると想定

・ バス１両当たりの利用者を４５人と想定し、朝ラッシュ時の運行本数を現行１１回から３８回へ２７回増回（増強輸送力１，２１５人分）

・ 退社時における運行ダイヤについては、各企業への利用動向等調査結果を踏まえた効率的なダイヤ作成により対応

・ このため１７両増車するとともに、正規運転手１３人を増員（平成２５年１０月に新規採用） ※増車内訳 水江町線から２両、県営埋立線から８両、２４年度購入車両１両、予備車両１両、２５年度購入車両５両

実施状況

○ステップ３ 平成２６年２月１６日（日）～ ＊日本郵便㈱の就業時期に合わせて実施

【当初計画】

・ 就業者６０３人、うちバス利用者３６１人を想定

・ 朝ラッシュ時間帯（始発～８時）に８回増回

【実行計画】

・ 朝ラッシュ時間帯の利用者数を、当初計画就業者数の６０３人と採用が遅れている１００人の

計７０３人の約４割、２８０人と見込む。（日本郵便㈱へのアンケート結果による）

・ その輸送力として、当初計画における１便当たりの利用者数４５人に対するステップ２における

利用者数３６人の９人分の余裕分１６２人（９人×１８回）と、ステップ３における輸送力１３５人

（４５人×３回）の計２９７人で対応

・ 朝ラッシュ時間帯（始発～８時１１分）については３回増回で対応可能（総回数３４回）

・ 終業時間帯（１７時～２０時）に３回増回、２１時台にも１回増回

・ ２５年度購入車両５両のうちの３両で対応（残る２両はステップ４で使用）

○ステップ４ 平成２６年度以降

・ 日本郵便㈱の採用計画に遅れが出ているが、今後も継続して募集を実施予定

・ その就業状況などを踏まえて、残りの２両を使用し、弾力的に増回（最大６回まで）

実施状況を踏まえた今後の計画

○ステップ２ 平成２５年５月１日（水）～

・ 就業者１，０８５人、うちバス利用者６５１人を想定

・ 朝ラッシュ時間帯（始発～８時）に１４回増回（各停４回、急行１０回） ※当初予定１５回

・ 終業時間帯（１７時～２０時）に１４回増回

・ 県営埋立線を臨港バスに委譲

※委譲する県営埋立線８両、２４年度購入車両１両、予備車両１両の計１０両で対応

朝ラッシュ時間帯の１便当たりの利用者は３６人で想定より２割程度少なく、輸送力に

余裕あり

（利用が想定より少ない理由）

・ 日本郵便㈱の採用計画に遅れが出ており、約１００人少ない。

（就業者数８００人→７００人）

・ 日本郵便㈱の勤務形態が３交代制で、当初想定していた朝ラッシュ時間帯に集中せず

※日勤（９時始業）約４割、夜勤（１３時始業）約２割、深夜勤（２０時始業）約４割


